
当日の夕食は食べられます。
通常の生活で大丈夫です。

治療開始当日までに入院をします。
　当日は朝8時までに朝食を済ませます。

　その後は絶食、12時以降は絶飲食となります。

着替え点滴の準備をします。
14時～15時頃治療が開始となります。
（当日の順番により時間は変動します）

ECT室に移動します。

ストレッチャーというベッドに横になり、
血圧計・心電図・経皮的酸素飽和度モニターを装着します。
その他、頭部・胸部・右手にもモニターを装着します。

ECTと麻酔の同意書に署名をいただきます。

主治医が治療の適応を判断します。

患者さんに意向を確認し、安全に治療が出来るか判断す
るための事前検査を行います。

〇主治医から治療の詳しい説明があります。
〇麻酔医から麻酔に関する説明があります。

〇院内代表者で治療の適応の最終判断をします。

主治医が検査結果を見て、
安全に治療を行うことがで

きるが判断します。

必要がある場合には専
門医療機関を受診して

頂きます。

電気けいれん療法（ECT）の流れ

〇心電図や血圧・脈拍の異常がないことを確認
した後、病室までストレッチャーで帰ります。

〇しばらくぼんやりした状態が続くことが
ありますので、2時間程休憩をしていただきます。

準備期間
（通常2週間程度かかります）

治療当日/実施後～

通常10～12回を1クールとして行います。
12回実施する場合は6週間かかります。

麻酔が開始され、患者さんが眠った後、治療が開始されます。
患者さんが眠っている時間は10分程度です。
治療の開始から終了までは20分程度です。

治療当日/実施前～実施

歯科を受診してマウスピースを作成します。
〇症状が改善した場合は早期にECTを

終了することもあります。

〇ECT後の再発がないかを外来で観察します。

〇再発の兆候がある場合には
維持ECTが導入される場合があります。




